
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標          

（1） 地域の人々の地域活性化への思いやＳＤＧｓと自分達の生活のつながりを理解し、目的や対象に応じた

表現方法を身に付けている。                                           

（2） 方法や手順を考え、見通しをもって計画を立て課題解決を図る中で、計画を修正したり情報を収集し直

したり、よりよい提言となるよう改善策を考えている。                 

（３） 自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に向けた探究活動に取り組もうとしている。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①地域の人々の地域活性化への

思いを理解している。 

②地域の人に伝わりやすい表現方

法をするなど、探究の過程に応

じた技能を身に付けている。 

③持続可能な社会の実現に向け

考えを深めていることは、ＳＤＧｓ

と自分たちの生活のつながりに

深く関わっていることに気付いて

いる。 

①地域課題を適切に把握し課題

設定を行い、解決の方法や手順

を考え、見通しをもって計画を立

てている。 

②目的に応じて手段を選択し、適切

な方法で情報を収集、蓄積して

いる。 

③事象や考えを比較したり因果関

係を推論したりして考え、視点を

定めて多様な情報を分析してい

る。 

④学習の仕方や進め方を振り返

り、学習や生活に生かそうとして

いる。 

①探究的な活動を通して、異なる

意見や他者の考えを受け入れ

尊重しようとしている。 

②自他のよさを生かしながら協力

して問題の解決に向けた探究

活動に取り組もうとしている。 

③探究的な活動を通して、進んで

実社会・実生活の問題解決に

取り組むとともに、積極的に地

域の活動に参加しようとしてい

る。 

 

３ 単元について 

本単元はＳＤＧｓと自分たちの生活とのつながりを学ぶことを通して、持続可能な社会の実現に必要なも

のは何か、探究的な学習のプロセスをたどり自分の意見を提言することを目的としている。探究活動を進

めていくにあたっては、活動計画を見直したり、提言内容を改善したりしていく場面を大切にする。提言する

際には目的意識をもたせ、何のために提言をするのかを常に考えさせる。その上で情報を構造化したり抽

象化したりしながら、相手により伝わる内容や方法を考えさせたい。 

中学校総合的な学習の時間事例１ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて 

 

単元名 「提言しよう 私の意見 
－ＳＤＧｓを通して白州の未来を創るー」 

第３学年 

♦本実践の概要 

    本校は、国内有数の標高を誇る甲斐駒ヶ岳の東に位置し、豊かな自然、古くからの歴史と伝統、文化が

息づく落ち着いた環境にある。現在は、日本の名水百選にも選ばれる水資源を中心に有名企業が工場を

展開したり、夏場は涼を求めて多くの観光客が訪れたりする地域になっている。昨今は少子高齢化の影響も

あり中学生の人数も減ってきている。そのような中でＳＤＧｓを視点に地域活性化への思いを中学生なりに提

言としてまとめていくことをねらいとしている。これまでの地域学習とは異なる視点から地域について考え、新

たな地域の魅力に気付くなかで中学生としての地域貢献を考えていきたい。 

 

 

 



 

 

４ 指導と評価の計画   

 

ねらい・学習活動（抜粋） 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 
思考・判断・
表現 

主体的に学習 

に取り組む 

態度 

１ ・ＳＤＧｓについて学ぶ。①(ユニセフ・外務省の動画) 

 
  

主③(ワークシ
ート記述) 

２

～

４ 

・ＳＤＧｓの取組の現状について情報を収集する。 

 知①(ワークシ

ート記述) 
  

５ 

・ 

６ 

・ＳＤＧｓについて学ぶ。②(講師の先生による講義) 

知③(行動観

察) 
  

７ ・地域課題について考え、グループの課題・仮説を設定する。 

 
  

主②(ワークシ
ート記述) 

８ ・課題の解決に向けた研究計画を立てる。  
思①(ワーク
シート記述) 

 

９

～  

２５ 

・課題について調べる。 

・アンケート調査を実施する。 

・課題の再設定、調査計画の見直しを行う。 

・アンケート内容を考察する。 

・各グループの意見を提言としてまとめる。 

・クラス内での中間発表を行う。 

知②(パワー

ポイント資料) 

思① 
思② 
思③ 
思④ 
(パワーポイン
ト資料) 

主①(行動観
察) 
主②(行動観
察) 

２６

～

２８ 

・グループでまとめた内容をクラスで発表する。 

 知③(パワー

ポイント資料) 
 

主①(ワークシ
ート記述) 

２９ 

・ 

３０ 

・地方自治体や企業、新聞社等に連絡をとり提言を外部に向け 

て発表する。 

 

知②(発表観

察) 

思③(パワー
ポイント資
料) 

 

３１

～

３５ 

・提言した内容を成果と課題としてまとめていく。 

 
思④(ワーク

シート記述) 

主③(ワークシ
ート記述) 

 

５ 本時の授業（第１５時） 

（１）本時の目標 

・自らの提言内容や方法を他者からの意見を取り入れ再構築し、課題解決に向けて解決の方向、手順に

ついて見通しをもった計画を立てている。  

 

（２）本時の評価計画 

    ・他者からの意見やアドバイスを基に、自らの提言を見直し、課題解決に向けて内容や方法・手順につ 

       いて考え計画を立てている。 

【思考・判断・表現①】 

 

 



 

 

（３） 本時の実際 

過程 主な学習活動と生徒の反応 評価と配慮事項 

つ 

か 

む 

 

 

１５

分 

 

 

〇思考ツール(Ｘチャート)を活用して自分の発表内容を分析する。 

 

 

 

 

○個人で自分達の発表について分析をする。 

・アンケート結果が足りなかった 

・調査内容が足りなかった 

・インタビュー等ができると根拠があってよかった 等 

○発表グループで自分達の発表について分析をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートの思考ツー 

ルを活用して現在の探究 

活動の現状を可視化す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 

え 

る 

 

15 

分 

〇生徒や教師からの助言から、さらに情報収集をしなければいけない点に 

ついて計画を立てる。 

・アンケート調査の追加 

・インタビューの実施 

・価格について他の学校との比較 

・新しい制服を使用することによる課題点 等 

 

・ワークシート、PowerPoint 

にまとめた内容を修正し 

たり、新しい情報をまとめ 

たりする。 

 

 

 

深 

め 

る 

 

10 

分 

 

〇課題の修正や発表に関わり表現方法等をどのように改善していくのか計 

画を立てる。 

・提示資料を工夫する 

・提言の構成について修正をする 

・根拠をもった発表にするために参考文献を加える 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

○思考・判断・表現①

（ワークシート・Power

Point 資料） 

 

【学習課題】 

自分達の提言をより良いものにするために、内容を見直し今後の計画

について考えていこう 

 

生徒は普段の授業から自分の考えを整理したり、考えを

視覚的に捉えたりするために思考ツールを使用してい

る。中間発表をする前後で付箋の色を変え自分達の提言

内容の分析を行うことで、提言内容を明確化したり、現

状に対する課題点に気付かせたりさせた。 

個人での分析のあとに、グループでの分析を行うことで

主体的に取り組んだ。思考ツールを用いて骨子が可視化

されているので、グループでの分析の論点が明確になり

対話的な学習を充実させることにつながった。 

よりよい提言内容にしていくためには資料を

ブラッシュアップしていく必要がある。その

ために１人１台端末を活用することで、資料

の修正や工夫が容易に行えた。 



 

 

ま 

と 

め 

る 

 

５ 

分 

〇本時の内容の確認をする。 

・探究活動のなかでは調整をしていくことが大事 

・相手意識をもちながら資料を作成していくこと 等 

 

〇次回の計画の確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 実践を振り返って 

ＳＤＧｓを学びの中心に据え探究活動を進めてきた。生徒は、学習を始めた際ＳＤＧｓという言葉は知ってい

るものの具体的な内容については知らない様子であった。また、世界規模で考えられていることと自分達の

生活とのつながりをイメージできなかったり、答えのないゴールに向かい計画を進めていくことへの不安を抱

いたりする生徒もいた。しかし、自らの興味・関心のあるテーマ設定ができたことから、多くの生徒が課題解

決に向けて主体的に情報収集に取り組んだ。さらに、学びを進めていくなかで曖昧であったゴールイメージが

徐々に明確になってきている生徒も多くなった。 

本実践では、「思考ツール」を活用することを手段として取り入れた。思考ツールを用いてグループの提言

の骨子を視覚化することで提言内容を明確化していくことを意識した。実践で用いたＸチャートでは、①調査

内容（視点の多様性）②考察内容（相手意識をもったものになっていたか)③提言内容（中学生に実現可

能なのか）④提言の課題点（期間・価格等について）について分析を行った。視点を明確にして焦点を絞る

ことで、グループでの対話的な学びが活発に行えた。そのことによって、課題解決の方法や手順が明確にな

り、今後の学習計画を具体的に立てることができた。 

また、中間発表会を実施し、他者からの意見やアドバイスを基に自らの考えを修正したり内容や計画等を

再設定したり、改善したりする場面を設けた。中間発表会には、生徒だけではなく教員にも参加してもらうこと

で多角的な視点から助言をもらうことができ、よりよい提言としていくための改善につながった。最終的には、

市の教育長に提言することとし、生徒は相手意識を明確にし、内容を改善した。 

生徒のワークシートから、「インタビューを行う」「アンケート調査を実施する」「根拠を明確にする」などの

記述が見られた。中間発表を終え、課題に対して解決方法や手段を明確にしようとする姿や、実際に行動に

移すことで新たな課題点に気付き、提言内容をよりよいものにしていこうとさらに行動していく姿を見ることが

できた。 

本時後にはインターネット

での調査やアンケート機能

を用いての調査が行われた。

本時で気付いた多角的な視

点をもとに相手意識をもっ

た資料を作成し、提言にまと

めていくことができた。 


